
誘
病
菌
に
於
げ
る
今
胞
子
成
生
の
時
機

原
因
に
闘
す
る
賃
験
的
研
究

岡
山
牒
農
事
試
験
場

銭

方

末

彦

鋳
病
菌
族
に
於
て
は
夏
胞
子
の
成
生
後
間
も
な
く
多
胞
子
を
成
生
す
る
も
の
な
る
が
.
新
く
の
如
〈
吏
胞
子
時
代
か
ら
多
胞
子
時
代
へ
縛

機
す
べ
き
原
因
に
就

τは
多
く
の
研
究
あ
る
そ
聞
か
歩
、

4
7
ノ
フ

ハ国・

2
司
〉

Z
。
司

3

民
は
気
温
を
以
て
之
が
原
因
さ
な
し
・
毛
戸
グ

シ
タ

1
ν
y

ハ
。
・
室
。
【
向
。
思
ご
戸
E
-
E
C
氏
は
気
温
は
直
接
の
原
因
に
あ
ら
守
し
て
寄
主
横
物
の
管
養
の
岨
変
化
t
q
以
て
之
が
原
因
さ
な
せ

り
.
ダ
ス
ナ
!
ハ
。
・

0
〉

g
z
E
d
氏
も
寄
主
植
物
の
管
養
蹴
態
の
皿
於
化
そ
ば
原
因
さ
な
し
、
メ
ミ
司

Ag-n-∞
富
岡
吋
回
以

民
は
淑
気
の
多

少
に
よ
る
さ
言
ひ
.
ウ
オ
タ

l
ス
r
n
-
J
4
・
4
〉↓巴
gυ
氏
は
温
度
.
党
娘
.
漁
集
等
が
四
早
濁
又
は
之
等
が
綜
合
怖
に
寄
主
積
物
じ
影
響
な

及
し
、
機
物
山
養
分
合
・
時
作
用
に
密
化
を
奥
へ
之
が
鋳
病
菌

m
E胞
子
世
代
よ
り
h
h
J

胞
子
世
代
に
費
化
せ
し
む
る
源
問
さ
な
る
さ
稽
せ
の
。

著
者
は
最
近
敷
年
間
滞
荷
の
鋳
病
菌

3
3
5
出向

ga--vmg
の
研
究
に
従
事
中
で
あ
る
，
h
ぺ
本
菌
は
圃
揚
に
於
て
観
察
寸
る
じ
五

月
頃
よ
り
十
月
中
旬
頃
迄
は
夏
胞
子
の
み
を
生
じ
、
そ
の
聞
各
胞
千
の
成
生
を
認
め
?
、
十
月
中
旬
以
後
に
於
て
の
み
多
胞
子
を
形
成
す
。

そ
れ
故
に
之
が
原
凶
を
間
明
せ
ば
鋳
病
菌
の
指
令
胞
子
成
生
暢
凶
官
僚
凶
の
決
定
上
意
義
あ
る
べ
き
そ
忠
ひ
安
の
宮
験
的
研
究
を
行
へ
り
。

一
、
温
室
に
於
け
る
置
験

薄
荷
崩
拐
病
菌
の
夏
胞
子
を
接
種
し
.
終
じ
種
病
せ
ん
さ
す
る
日
本
薄
荷

ω老
株
そ
第
一
表
の
矧
き
温
度
の
温
室
さ
野
外
さ
に
波
置
ぜ
し
に

銭
痛
殖
に
於
け
る
多
胞
子
成
件
の
鱒
機
出
陣
凶
に
闘
す
る
賞
品
開
的
保
曲
目

二
八
三



am縛
菌
に
於
け
る
多
胞
千
成
生
の
錦
機
原
悶
に
闘
す
る
貧
験
的
研
究

ハ
十
月
二
十
二
日
.
及
び
十
-
月
一
日
の
二
回
試
雌
)
温
室
内
の
樽
荷
の
葉
じ
は
縄
針
に
多
胞
子
機
を
生
?
る

Z
な
く
.
東
胞
子
世
代
の
み
を

二
入
四

生
じ
、
野
外
に
放
置
せ
し
も
の
は
一
旦
夏
帽
子
堆
を
生
ぜ
し
も
、
二
三
日
じ
し
て
多
抱
チ
堆
に
慶
化
し
.
終
に
朱
，
胞
子
機
の
み
さ
な
九
り
。
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J
r
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d
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戸

山

戸

〈

r
J
¥・1
J

日半、ァ

本
賓
験
は
秋
末
に
行
へ
る
A
の
に
し

τ寄
主
積
物
は

ME-'開
3
1
r
じ
遣
し
を
り
し
を
以
で
春
期
若
き
横
物
じ
批
き
て
も
問
機
の
貨
験
を



医
復
ぜ
り
。
温
室
内
じ
て
殺
芽
せ
し
め
穫
を
五
位
位
着
生
せ
る
若
き
薄
荷
の
禁
じ
四
月
十
五
日
に
至
。

〉
号
室
a
』

h
S与
R

の
買
胞
子
を
敏

種
し
S
R
病
の
徴
を
認
小
た
る
が
故
に
.
四
月
二
十
三
日
じ
一
鉢
は
之
そ
野
外
じ
放
置
し
、
他
は
温
室
内
に
入
れ
抱
子
機
の
種
類
及
び
密
化
蹴

況お
1

観
厳
罰
せ
り
。
而
し
て
温
度
は
第
二
表
の
加
し
。

温室

表

2・・

.. 

第

判

.
h
e
E

h
F
剥

・

ι句
。

.
2
d
G
M
m
 
24。

?

"

 

の
4

0

1

“

J
『

O
S
H
Y

本
置
厳
に
於
て
も
温
室
じ
放
置
せ
る
積
荷
に
は
各
胞

内 /野外

w/'i J， v 

1伊、 fhJ
140 

子
雄
t
q
全
然
形
峨
せ
?
、
令
部
買
胞
子
堆
の
み
な
る
に

拘
ら
歩
、
野
外
力
も
の
に
は
全
部
参
胞
子
地
又
は
h
h
J

抱

子
堆
マ
夏
胞
子
堆
さ
令
混
生
し
.
五
月
四
日
目
後
に
歪

。
多
胞
子
堆
を
中
心
ざ
し
て
同
心
掴
蹴
に
多
肢
の
夏
抱

千
縫
ク
形
成
せ
り
。

ニ
.
定
温
接
置
に
よ
る
賓
融

温
室
に
於
げ
る
賓
蹟
結
果
に
よ
h

り
旨

as図
書
忌
S

12。

18。

の
h
m
d

砲
子
は
温
度
の
蜘
係
じ
よ
り
て
生
?
る
こ
さ
を
雄

知
し
得
た
る
を
以

τ.
0.
司・

n
F
H
Z

吋。z
h
F
司
.
』
F
.

M
E
(

向。-hg】
《

リ

コ

が
例
案
せ
し

-gω
仲

間

ロ

『

R
E
D
o
-
H
2
4
2
E
F
E
4
5
2
法
に
よ
h

り
恒
温
室
に
て
貨
融
を
行
へ

0
。

-
つ
は
定
温
器
セ

徳
氏
十
.R度
、
他
は
之
令
二
十
度
に
保
も
積
荷
葉
を
二
重
皿
に
納
め
夏
胞
子
を
銭
種
し
置
き
た
る
乙
量
生
せ
る
胞
子
堆
は
十
五
皮
阿
に
於
て

同
帖
寝
褐
色
乃
幸
一
黒
色
に
し
て
肉
眼
に
て
は
冬
胞
子
堆
の
み
さ
認
め
-
h
れ
た
0
。
之
を
検
観
す
る
に
大
部
分
は
各
胞
チ
巳
し
て
僅
に
電
抱
チ
令

一
一
人
近

鍵
居
間
商
に
於
け
る
多
胞
平
A

院
生
の
鱒
続
飯
閃
に
塑

i
貧
除
的
叫
町
究



二
八
六

鯵
掃
円
菌
に
於
け
る
H
T
腕
平
成
盈
の
鴎
機
関
因
に
闘
す
る
e
R磁
的
研
究

混
生
す
る
を
観
た
り
。
二
十
度
匝
の
も
の
は
胞
子
堆
は
補
色
乃
至
肉
体
仕
色
明
に
夏
胞
子
機
な
り
。
之
b
T
検
鏡
す
る
に
夏
胞
子
の
み
に
し
て
多

胞
子
を
混
在
す
る
こ
さ
な
し
。

三
.
h
h
'

胞
子
の
成
生
を
促
準
せ
し
む
べ
き
温
度
以
外
め
後
件
に
闘
す
る
賓
融

の
際
、
供
試
薬
の
浮
遊
披
ざ
し
て
砂
樹
液
そ
用
ふ
れ
ば
業
内
の
澱
mw消
耗
少
き
治
以

τ.

著
者
は
浮
揚
液
に
甘
藤
積
被
ハ
七
%
〉
さ
蒸
溜
水
を
用
ひ
、
又
二
重
皿
を
明
暗
雨
所
に
置
き
供
猷
稼
荷
漢
の
内
容
成
分
の
型
化
あ
る
が
如
〈

之
を
保
も
、
容
主
厳
物
の
管
養
の
岨
変
化
が

」

F
h
c陥
W
H
F

ロ
rwn」
O
E
C町

-
a
P
4
句。ω
官
'

M

M
伶宮・一戸・品目

ω
F内
切

の
多
胞
子
成
生
ざ
聞
係
あ
る
や
否
や
を
検
せ
り
。

本
質
験
に
よ
の
夏
胞
子
堆
を
形
成
せ
る
も
の
を
長
き
は
五
十
五
日
間
ハ
業
は
生
活
力
を
有
す
¥

』

u
g
a
a
S
』

hs急
患

知
か
〈
も
十
二
三
日
関
係
ち
た
る
も
一

つ
L
a
n
t
胞
子
堆
沿
成
生
す
る
こ
さ
な
〈
夏
胞
子
堆
の
み
な
の
き
ハ
五
月
下
旬
よ
り
七
月
二
十
四
日
迄
の
時
期
室
内
)
。

そ
れ
放
に
渇
度
が
商

温
ら
れ
ば
寄
主
被
物
の
普
聾
に
聾
化
を
及
ゆ
す
も
多
胞
子
t
q
形
成
せ
ぎ
る
こ
さ
明
白
な
り
。

安
に
土
壊
の
乾
燥
或
は
抵
抗
性
品
種
等
お
官
邸
て
官
臓
や
行
ひ
た
る
も
温
情
冊
以
外
の
傑
件
に
て
は
プ
も
多
胞
子
を
成
生
せ
し
め
得
g
h
L冒
Fa

四
、
論

議

以
上
の
賞
験
結
果
じ
擦
れ
ば
日
本
産
て
グ
カ
居
間
病
菌
』

uaa玄
a
民
主
言
M
H
外
界
の
温
度
が
卒
均
艶
温
十
五
、
-
ハ
度
以
上
に
於

τは
容
主

植
物
の
管
養
蛾
態
に
費
化
や
及
す
も
h
h
t

胞
子
t
q
成
生
す
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
温
府
内
が
是
以
下
に
低
下
す
れ
ば
直
ち
に
ゑ
胞
子
t
q
形
成
す
る
も

の
な
り
o
従
っ
て
温
度
は
本
薗
の
h
h
t

形
子
成
生
を
主
右
す
べ
き
唯
一
の
依
件
さ
臨
め
ぎ
る
べ
か
ら
歩
。
ケ
グ
カ
鏡
病
菌
mH
場
合
は
4
ヲ
ノ
ヌ

民
の
所
論
さ
一
致
す
る
も
、
ダ
ス
ナ
1
氏
、
毛

wグ
ン
タ
レ
戸
岡
山
‘
広
三
ス
氏
の
所
論
は
之
ル
適
用
し
抱
は
ゴ
る
な
h
v
o
R
ウ
ザ
タ

1
ス
民

の
所
詑
の
如
く
温
皮
光
線
・
激
策
等
が
旗
掲
又
は
綜
合
的
じ
寄
主
披
物
の
養
分
合
成
作
用
・
H
子
奥
し
そ
の
成
生
せ
ら
れ
た
る
細
胞
の
内
溶
物
の



性
質
如
何
が
朱

F

胞
子
成
生
の
原
因
ざ
す
れ
ば
著
者
の
場
合
は
説
刷
甚
だ
困
障
な
り
。
き
れ
ば
著
者
は
-
般
鋳
病
菌
は
暫
ら
く
除
外
し
置
き
‘

砂

3
5著
者
が
賓
駿
せ
る
』

u
E
S』

hsま
の
夏
胞
子
世
代
よ
り
多
胞
子
世
代
に
樽
機
す
る
原
因
は
全
く
菌
締
さ
温
度
さ
の
直
接
関
係

に
包
囲
す
る
ち
の
さ
信
?
。
而
し
て
著
者
は
一
般
鋳
病
菌
は
勃
れ
も
薄
荷
鋳
病
菌
さ
同
様
な
る
原
因
に
よ

0
τ
夏
胞
子
世
代
よ
り
各
胞
子
世

代
に
縛
機
す
る
も
の
さ
信
?
る
も
の
じ
あ
ら
歩
、
同
疋
が
原
因
は
鋳
病
菌
の
種
類
に
よ
り
て
異
る
も
の
な
ら
む
。

二
化
摂
掻
幼
轟
の
分
散
ド
就
て
、
其

(
要
旨
)

京
都
帝
園
大
事
農
事
部
昆
識
曲
学
研
究
室

一一
原

郎

?爾

一一一

椙
の
ニ
化
螺
晶
の
分
散

ω時
期
及
び
分
散
力
等
を
知
る
事
は
裁
圃
撫
用
昆
盆
畢
上
必
要
且
つ
重
要
な
る
問
題
の
一
つ
で
あ
hvま
す
。
私
は

野
外
水
田
に
於

τ飽
ふ
限
り
自
然
賦
触
の
下
に
之
等
の
踏
む
官
確
め
た
い
さ
忠
つ

τ賞
融
を
試
み
ま
し
た
。

--m方
途

6
尺
凶
カ
又
は
刊
尺
四
方
を
一
一
貫
敏
田
匝
ざ
し
、
各
賞
槍
田
直
は
極
に

τ園
ひ
蚊
帳
じ

τ遮
断
tど
品
し
た
、
挿
秩
距
障
は
8

寸
(
第
一
化
駒
及
び
第
二
化
朋
ご
久
は
1
尺
6
寸
(
第
二
化
期
以
ざ
し
・
之
じ
卵
塊
成
は
幼
畠
ゐ
官
接
種
し
一
定
期
間
の
後
に
刈
取
り
交
は
訟

取
っ

τ各
抹

ω布
劫
分
襲
致
、
被
害
草
取
、
各
被
害
華

ω幼
血
個
数
等
を
調
売
し
ま
し
た
。

-mm結
果

本
質
臓
の
結
果
ぞ
整
理
考
察
す
る
時
衣
の
嘩
な
結
論
を
下
す
'
植
さ
が
出
来
ま
す
。

(1) 

卵
塊
よ
り
割
問
化
せ
る
こ
化
旗
盆
幼
晶
は
殆
会
全
く
先
づ
其
の
母
薫
に
蝕
入
す
る
。

(2) 

母
華
じ
蝕
入
せ
る
幼
晶
は
鉱
撲
の
移
動
金
行
っ
て
最
終
寄
主
に
至
る
も
の
さ
思
は
れ
る
。

ニ
化
鋲
轟
幼
畠
の
分
散
に
就
て
.
其

二
八
七


